
第３次岐阜県廃棄物処理計画 減量化の目標設定について③ 

～その他の項目に関する目標の検討・プラスチックごみ～ 

 

○令和元年５月に策定された「プラスチック資源循環戦略」において示された目標 

No. プラスチック資源循環戦略に基づく 

目標項目 

目標設定の 

有無 

第３次計画の目標項目 等 

1 ＜リデュース＞ 

・２０３０年までに、ワンウェイプラス  

チックを累積２５％排出抑制 

数値目標と

しては設定

しない 

・ワンウェイプラスチックの

排出抑制を推進する施策を

実施 

2 <リユース・リサイクル＞ 

・２０２５年までに、プラスチック製容   

器包装・製品について、リユース・リ

サイクル可能なデザインとする 

数値目標と

しては設定

しない 

・県内事業者に対し、プラス

チック製容器包装・製品に

ついて、リユース・リサイ

クル可能なデザインとする

よう働きかけを実施 

3 ＜リユース・リサイクル＞ 

・２０３０年までに容器包装の６割を 

リユース・リサイクル 

設定する ・２０１９年度時点で容器包

装リサイクル法に基づく分

別を実施している市町村は

３２市町村（７６%） 

・２０３０年までに全市町村

で分別を実施する。 

4 ＜リユース・リサイクル＞ 

・２０３５年までに、使用済プラスチッ  

クを１００％リユース・リサイクル

等により有効活用 

設定 

しない 

国の動向を注視しながら検討 

5 ＜再生利用・バイオマスプラスチック＞ 

・２０３０年までに再生利用（再生素材  

の利用）を倍増 

・２０３０年までに、バイオマスプラス 

チックを最大限（約２００万トン）導  

入 

設定する ・県内の全市町村で、可燃ご

み指定袋などへのバイオマ

スプラスチックを導入する 

 

資料３－３ 


